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要旨: 
 直感や感性が重要だと考えられているアートのベースにはロジックあり、どの様に関連
しているのかが⽰されている。またアートとテクノロジー、アートとビジネスの関わり、ア
ートとデザインの持つそれぞれの役割について様々な事例をもとに述べられている。これ
からの時代に必要な⼈材はクリエイティブクラスと呼ばれる⼈材であり、それはどの様な
⼈たちなのかが紹介されている。なぜ MBA1よりも MFA2を持つ⼈材が活躍する社会へとシ
フトしているのか、などについて説明されている。 
 
コメント: 
 京漆器に限らず、漆器には⽇本の⽂化や伝統と独特のデザイン性が⽤いられていると感
じたことで、漆器をアートの視点から考えてみようと思い、この書籍を選びました。 
  
 個⼈的に、デザインを通した優れた商品として、「株式会社和える」で販売されている⼭
中漆器の「こぼしにくい器」を例としてあげたいです。この漆器は、対象が 0 歳から 6 歳と
設定され、器⾃体は軽く、器の内側に返しがあり、熱伝導が低いので器に⼿を添える・持つ
のが苦⼿な幼児でも安全に扱える作りになっている。この商品の製作は、P155 に述べられ
ている、アートシンキング(アート思考)によって感性とロジックの両輪を回して、世の中に
ない新たな価値を⽣むこと、に良く似ていると感じました。  
 また感情による問題提起・価値創造とロジックを融合するアート思考やデザイン思考は、
ビジネスメソッドの 1 つである OODA3と同様の能⼒を持っていると思います。 
 
 ⽇本⼈特有の空気を読む、本⾳と建て前、雰囲気などの⾮⾔語コミュニケーションが発達
したハイコンテキスト⽂化では、商品に関する説明が不⼗分となり、ローコンテキス⽂化の
外国⼈には、その商品の⽂化や伝統の背景が分かりづらく、市場規模の低下につながるかも
しれない。本書では、⾔語化できないものはカタチにできないと述べられている。つまりビ
ジュアルを⾔語化することで共通認識を増やし、理解してもらうということが重要だとさ
れている。この感情と論理をつなぐ能⼒は、多くの分野で必要とされると⾔えます。 
 

                                                        
1 Master of Business Administration の略、経営学修⼠号の意味。 
2 Master of Fine Arts の略、美術学修⼠の意味。 
3 Observe,Orient,Decide,Act の略、合理的な意思決定を円滑に進めるための業務管理⼿法の⼀。 

 


